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アジア・熱帯モンスーン地域における伝統的マメ科作物の多様性と生態史
友岡憲彦（農業生物資源研究所）
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調査期間・場所：2004 年 10 月 10 日～ 10 月 22 日　中国雲南省文山壮族苗族自治州

2004 年 11 月 6 日～ 11 月 22 日　ラオス、ウドムサイ県、ルアンナムタ県、ポンサリ県

Eco-history and the genetic diversity of traditional legume crops in Tropical Monsoon Asia
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Keywords: Legume crops, origin, diversity, distribution, conservation, change

Research Period and Site: October 10 ～ 22, 2003, Yunnan, China

November 6 ～ 22, Udomxai, Luang Nam Tha, Pongsali, Laos

１．はじめに

　東南アジア大陸部山岳地帯は、照葉樹林文化発祥の地にあたり、雑穀栽培型焼畑農耕を成立させた地域である。

焼畑農耕はこの地域において長い歴史を持ち、この生産方式のもとに多様な民族がそれぞれ独自の栽培作物・品

種を作り上げてきた。いいかえれば、民族の多様性とその変遷とが栽培植物の多様性を産み出してきたと考えら

れる。雑穀栽培型焼畑農耕においては、マメ類は重要な要素であるといわれてきたが、その種類や生態に関する

情報は不足している。近年この地域をとりまく社会環境は急速に変貌している。それに伴い、自給的焼畑の減少、

栽培品種の遺伝的多様性の減少、あるいは在来作物自体の消失が急速に進行しており、伝統的農耕の調査は緊急

を要する。

今年度は、現在でも焼畑農耕が比較的よく残っている中国雲南省南西部に位置する文山壮族苗族自治州およ

びラオス北部 Udom Xai、Luang Nam Tha、Pongsali 県において調査を行い、そこで栽培されているマメ科作物

に関する情報を収集した。その結果、この地域の焼畑農耕において最も重要な伝統的マメ科作物はツルアズキ

（Vigna umbellata）であることが判明した。そこで、この地域で栽培されているツルアズキの遺伝的多様性とそ

の地理的分布を明らかにするために、タイやミャンマーの系統を含めて DNA の多型解析を行った。

２．現地調査の結果

雲南省文山壮族苗族自治州およびラオス北部における調査によって得られたツルアズキとアズキに関する情

報を表１に示した。

雲南省の調査（10 月 10 日～ 22 日）

文山壮族苗族自治州では、焼畑ばかりでなく水田耕作を主とする壮族の村でもツルアズキは広く作られていた

（表 1、情報番号 1,4,7）。広南の北西に位置する壮族の村、小広南ではツルアズキもアズキ（Vigna angularis）

も作られており、ツルアズキは漢語で飯豆（壮族の言葉で Luoli）、アズキは米豆（Lit）と呼んで区別していた（情

報番号 4,5）。壮族には、ツルアズキ（あるいはアズキ）を二十四節季のお祝いにもち米と混ぜて、あるいはチ

マキに入れて使う習慣があり、アズキよりもツルアズキの方が多収で味が良いとして好む傾向が見られた（情報

番号７）。次いで訪問した硯山県炭房近くのイ族の村（情報番号 12）では、ツルアズキの栽培は行われていなか

った。一方、苗族の村（普者黒近くの菜花村）ではツルアズキ（トゥティ）は、歩いて１時間ほどの山の上の焼

畑で陸稲やトウモロコシと混作で作り、祝い事に使うことはないという（情報番号 14）。八宝から広南に向かう

道沿いに少数民族が多数集まって開いていた市場でもツルアズキが多数売られており、この地域の少数民族の重
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要な食料になっていた（情報番号 2）。雲南では、比較的小粒のツルアズキが多いようで、種子色は淡緑黄色、茶、

黒斑などがみられた。アズキも日本のものに比べて小粒で淡緑黄色の種子色であった。

北ラオスの調査（11 月 6 日～ 22 日）

最初に訪れた Udom Xai の市場では、中国から持ち帰ったツルアズキを少量売っていた Ho 族の女性以外に

はツルアズキを知っている人はいなかった（表 1、情報番号 17）。その Ho 族の女性によるとツルアズキは Nyo 

Nye といい、Tai Dam 族や Phunoi 族の人が Khao Tom（チマキ）に入れるために買って行くという。一方、

Udom Xai の町の人々の話では、チマキにはツルアズキでなくラッカセイを入れるそうである。共同調査地であ

る Namo 郡 Ay 村では、少数の農家でツルアズキを作っており、Yo Ye と呼んでいた（情報番号 18,19）。Phong

氏によると、ツルアズキは昔から作っており、チマキに入れて新年に食べるというが、それほど重要ではないそ

うである。

ラオス北部の山岳部少数民族の間ではツルアズキは重要な作物で、ほとんどの村で昔から作っているといい、

その呼称は Akah 族 Nun Shye（1 例）、Khumu 族 Nyo Nye（1 例）、Phunoi 族 Gong Pat(3 例 )、または Gong 

Shi (2 例 )、Ikoh 族 Nung Gong（5 例）などで、民族ごとに固有の呼称が発達していた（表１、情報番号 18 ～

30）。村から離れた山の上の焼畑でトウモロコシあるいは陸稲と一緒に作られている例が多く、雲南省のツルア

ズキに比べてやや大粒でつる性が強く極晩生であった。ラオスにおける調査の約 1 ヶ月前に調査した雲南省文

山壮族苗族自治州では、ツルアズキの収穫はほぼ終わり収穫物が市場で売られていたのに対し、ラオス北部では

ほとんどの村でまだ収穫前であった。種子の色は、黒、黒斑、淡緑黄、茶、赤など多様であった（図 5）。煮て

肉と一緒に、あるいはもち米と混ぜて食べる例が多く、Khao Tom（チマキ）に入れるという村もあったが、多

くの場合新年や祝い事との関連性はみられなかった。

ラオスにおいては、ツルアズキの他に近縁の Vigna 属野生種を保全した。2003 年度および 2004 年度の調査

によって発見した種と収集地を図１に示した。

アズキとツルアズキの関係と起源

ツルアズキがこの地域の焼畑の最重要マメ科作物であることが明らかになった。ラオス北部ではツルアズキ

しかなく、雲南に入るとアズキも現れ、アズキとツルアズキはその用途において区別されることはないが、総体

として祝い事との結びつきが強くなってくる。佐々木高明によれば、アズキに邪霊を祓う力があると考え、それ

を歳事儀礼に用いる習俗が長江流域から朝鮮半島や日本列島に古くからみられることが照葉樹林文化のひとつの

特徴に挙げられている [ 佐々木 1993、21]。山口裕文の調査によれば、貴州省においてもアズキとツルアズキ

は区別されることなく栽培利用されている [ 山口 2003、128-142]。村田吉平の調査によれば、ネパールでは標

高 1000 ～ 1500 ｍの場所で主としてツルアズキが、標高 2000 ｍ付近では主としてアズキが栽培されているが、

農家ではこの両種を区別していないといい、主としてダールとして利用されている [ 村田 2005、79-80]。ネパ

ールのアズキはつる性でトウモロコシと混作されており、年何回か行われる「チョカ」という仏事においては赤

いアズキと赤米を使った「プザ」という料理を用いるそうである。吉田よし子氏（私信）によれば、ブータンの

アズキは儀式などに欠かせない豆で、儀式のあるときこの豆を煮て、お供えしたり客に出したりするという。ミ

ャンマー・カチン州のリス族の村での聞き取りでは、焼畑で作るツルアズキを新年、新築、収穫祭などの祝い事

に用いるという [ 友岡ら 2003]。

ツルアズキの祖先野生種は、東南アジア山岳部とくにタイ北部からミャンマーのシャン州にかけての地域に

高密度に分布している [ 友岡ら 1997,2000]。Arora ら（1980）によるとインドのアッサム、メガラヤ、シッキ

ムなどにも分布しているようである。南からの根菜農耕文化が東南アジアの山岳部にやってきて雑穀栽培型焼畑

農耕文化を開発した時に栽培化した雑豆がツルアズキであったと思われる [ 友岡 2005、445-449]。その後照葉

樹林雑穀栽培型焼畑農耕の広がりとともに、中国中北部、朝鮮半島、日本へと伝播した。日本でも、ツルアズキ

は焼畑とのつながりが強い豆である。

一方、アズキの祖先野生種の分布は、照葉樹林帯の分布と極めてよく一致しており、西はインドヒマラヤ、

ネパール、ブータンから中国南部、長江流域を経て朝鮮半島から日本の東北地方におよぶ分布を示す [Tomooka 

et al., 2002、60]。ミャンマー・チン州では標高 1000 ｍを越えた山地の湿った谷間に野生アズキが出現する [

友岡ら 2003]。日本では、標高 1000 ｍ以下の放棄水田など、湿った撹乱環境を好む [Tomooka et al., 2001]。
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現在アズキの野生種が最も高密度に人里の近くに生育しているのは日本である。また、起源地に見られる栽培種

と祖先野生種の中間型が最も多く確認されているのも日本である [Xu et al., 2000a,b]。日本の野生アズキは非常

に高い DNA の多様性を持っており、現在日本、韓国、中国中北部で栽培されているアズキの DNA に良く似た

変異を示すことから考えても、日本がアズキの起源地である可能性は高いと思われる[Zong et al., 2003]。しかし、

ブータン・ネパールの小粒のアズキの DNA プロファイルは、日本・韓国・中国北部のアズキとは大きく異なっ

ており独立起源の可能性を示している [ 友岡 2005]。

３．DNA からみたツルアズキの遺伝的多様性と地理的分布

　本調査によってラオスのツルアズキに関する情報が蓄積されてきたので、その遺伝的特性を主としてタイ、ミ

ャンマーのツルアズキと比較した。解析は 59 種類のプライマー（表 2）を用いた RAPD 分析によって行った。

用いたツルアズキ系統の詳細は表 3 に、収集地点は図 2 に示した。

　59 種類のプライマーによって、合計 336 本の DNA 断片が増幅され、そのうち 135 本（40.2％）が系統間で

多型を示した（図 3、表 2）。共通な増幅断片の有無に基づいて Nei & Li の遺伝距離を計算し、得られた系統間

の距離行列からNeighbor Joining法によって系統樹を作成した（図4）。1000回のブートストラップ解析を行い、

系統樹の分岐の信頼性を推定した。ブートストラップ値が 50％以上を示した場合、分岐の場所にその数値を示

した。RAPD 解析に用いたツルアズキ種子の形態的特長は図 5 に示した。

　RAPD 解析および種子形態によって明らかになったことは、以下のとおりである。

１．野生ツルアズキの分岐枝は長いことから、野生種は遺伝的分化が進んでおり豊富な遺伝的多様性を含有し

ている可能性が高い（系統 31,32）。このことは、より多くの野生ツルアズキを解析した結果とも一致した

[Seehalak et al., 2005]。

２．ラオスのツルアズキには北部（系統 2 ～ 10）と中部（11,12）南部（13 ～ 16）の系統間に大きな遺伝的

分化が見られた。

３．ラオス北部のツルアズキ（系統 2 ～ 10）は、類似した DNA 構成を示した。呼称に関しては、民族毎に固

有のものが発達していたが、DNA に関しては民族ごとの遺伝的分化は見出せなかった。種子色は多様なも

のが混ざった状態で栽培されている場合があった。

４．雲南省から導入されたツルアズキ（系統１）の DNA は、ラオス北部のものに近かった。

５．ラオス中部や南部のツルアズキは、北部のものよりもやや大粒で単色の系統であった。

６．ミャンマーの系統も大きく二つのグループに分化していた。北部山岳部のツルアズキは種子形態に関する変

異が非常に大きく、極めて大粒の系統がみられたが DNA は互いに類似していた（系統 17 ～ 20）。ネパー

ルの系統（29）は、赤種子で小粒であったが、DNA はこのグループに類似していた。

７．ミャンマー中央平原のツルアズキ（系統 21,22）は小粒でオレンジ色の種子色を持ち、独自の DNA プロフ

ァイルを示した。

８．解析に用いたタイのツルアズキは、赤色種子の系統だけであった [ 友岡 1995]。Tak 産（系統 27）Mae 

Hong Son産（23）のツルアズキのDNAプロファイルはミャンマー山岳部のツルアズキグループと似ていた。

９．日本のツルアズキは、長崎県対馬産のメナガと呼ばれる品種である（系統 30）。赤種子極小粒であり、独自

の遺伝的分化を示していた。

今後の調査研究の方向性について

１．栽培種に関しては、広い地理的範囲から材料を収集し、その多様性の程度を DNA レベルで明らかにすると

ともに、聞き取り情報と合わせて多様性の変遷過程とその要因を調査していく。

２．近縁野生種に関しては、その分類と記載、有用特性の解明と有効利用、多様性の保全などの活動を行って行

く [Tomooka et al., 2002a]。

３．2005 年度の調査予定地は、中国雲南省およびラオスの中部から南部の諸県である。ラオスの調査では V. 

minima を広い範囲から収集することを目標としている。ラオスでは、この野生種の若葉や花を食用にして
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いるという情報があり [Tomooka et al., 2004] Vigna 属作物の栽培化のプロセスを考察するのに役立つ情報

が得られるものと考える。また、消滅の危機に瀕している作物 V. relfexo-pilosa var. glabra が発見される可

能性に期待している [ 小林ら 1994]。
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英文要旨

A field survey was conducted in Yunnan province of China, and in northern part of Laos. As a result of 

the survey, rice bean (Vigna umbellata) was revealed to be the most important legume crop in these areas. 



122

2004 年度生態史プロジェクト報告書

Rice bean is popularly cultivated under the shifting cultivation system mixed with upland rice or maize. Ethnic 

groups in northern Laos have their specific local name for rice bean, suggesting long history of cultivation 

of this crop. Using newly collected rice bean germplasm accessions from Laos, genetic diversity analysis was 

conducted by RAPD methodology. The analysis revealed the geographical pattern of genetic differentiation of 

rice bean in these areas.
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